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◇　データセツトアクセス回数に対する制限にっいて

　　新システムになり，ターソアラウンドタイムが大幅に改善されましたが，現在でも，

　データセットに対するアクセスの多いジヨブが実行されますと，そのジヨブにシステム

　が占有され，全体のター一ンアラウンドが遅れるという現象が生じています．特に，同一

　の課題者によリ’，これらのジヨブが数件依頼されますと，同一ボリユームに対するアク

　セスを生じ，より一層，効率を下げることになります．

　　これらの状況に対処するため，EXCP回数（以前のプアイルアクセス回数に相当）

　による打切りを下記のとおり実施いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　　実施開始日　 昭和53年2月6日（月）

　　　EXCP回数の制鞠直　　　6万回（ジヨブクラスDを除いて」律）

注）各ジヨブのEXCP回数は，返却リストのジヨブ識別情報の中に，

　ワExeP　TIM8Sザとして表示されていますので，それを目安としてください．

　　なお，制限値をこえるものについては，要審査ジヨプ（ジヨブクラスD）と

　　して計算依頼を行うことができます．
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